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「生活上の問題解 決の方法 として、表現活動を効果的 に取 り入れ る指導」

小学校第5学 年 特別活動

「問題 を作 りあうことによ り、表現 を工夫させる指導」

中学校第2学 年 数学科

「絵 本 の読み聞かせを通 して相手に応 じた接 し方を工夫す る指導」
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「実験 を踏 まえての意 見交流の指導」
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小学校第4学 年 理科
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研 究 主題

社 会 性 の基 礎 とな る表 現 力 を高 め る指 導 法 に関す る研 究

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

増加す る不登校児童 ・生徒、依然続 いているいじめ問題や校 内暴力の問題な ど、現在 の学校

には様 々な問題が 山積 している。 これ らの問題 の原因の一つ として、子 どもたちに適切に 「社

会性」が育成 されて いないとい うことが考え られ る。 この解 決には、家庭 と学校 との連携が重

要であ り、学校 の積極的な対応 が期待 されて いる。

学習指導要領が改訂 されたね らいの 一つ に、r完 全学校週5日 制 の下、ゆとりの中で子 ども

たち に 「生き る力」 を育成す ること』が ある。 これが、中央教育審議会の答 申で も示 された。

人間は生来 「相 互に言葉 によ り表現 し合 い、お互 いの考 え を理解 し合 いた い」という 「社会

性」 をもって いる と考え られ る。 この ことは言葉 によるコミュニケー ションによ り 「他 とかか

わ りた い」 と願 う欲求を上手に満た していくことで ある。現在学校 にお いて山積 して いる問題

の多 くは、この欲求 が うま く満た されて いな い ことが原 因の一つ だ と考 え られる。 「生きる

力」 の育成のため には、子 どもた ちの 「社会性」を積極的 に発揮 させること、その基 礎とな る

表現 力を高めてい く必要がある。中で も、最近の子どもを取 り巻 く問題の多 くに、"言 葉 によ

る表現 の未熟 さ"が 原因 となって いる場合が多 くある ことを考え ると、今後学校教育で取 り組

んで いくべき表現方法の 中で特 に重要な ものとして"言 葉 による表現"が 考え られる。

本研究は、 これ らの社会的背景 をもとに、各学校の子 どもたちの 「言葉 による表現」 につ い

ての実態をKJ法 による考察 を行 った結果、子 どもたちの社会性 を育成す るためには 「言葉 に

よる表現力」 を高める指導 を系統的かつ計画的に行 って いかな ければな らないと考えた。そ こ

で、そ の指導 内容や方法 を探 り、そ の充実を図るため に、本研究主題を設定 した。

1地 域 ・学校の特性

西部山間及び島 しょ地域では、豊かな 自然に恵 まれ、住民の移動 も少な く比較的固定化 さ

れた人間関係が多 く残 って いる。 しか し、近年高度情報 化社会 の影響や大人 とりわけ保護者

の就業実態が変化 した ことによ り、以前のような地域 にお ける密接な人間関係や伝統文化 へ

のかかわ りは少 しずつ薄 くな ってきている現状が ある。

○ 子 どもも、子 どもを取 り巻 く大 人社会 でも、固定 化 された人間関係 の中で互 いに遠慮 し

あって 「言葉」で明確 に表現 しな い場合がある。

○ 自分の考 えを 「言葉」で明確 に表現す るよ りも、知 り合 い同士の中で 「察 し合 う」 こと

で関係が成 り立 っているため、人間関係の調整の必要性が 少ない。

○ 学校 での教育活動の中で表 現力を育成するための計画的 ・組織的な実践が少な い。

2児 童 ・生徒の実態

児童 ・生徒の実態 は、西部山間地域や島 しょで も学校 によ ってそれぞれが異な るため、 こ

こで は研究員7名 が所属す る学校 の児童 ・生徒 の傾向 を述べる こととする。

今年度の研究員の所属す る学校はそれぞれ規模が様 々なため、今までの 「へき地 の学校=
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小規模の学校 」 という構図は当てはま らない。 しか し、小規模 の学校では、固定的な人間関

係 によって、学習 を進めてい く上で表現力や 人とのかかわ りに課題の ある ことが挙 げられ る

の と同 じく、大規模の学校で も、 自分の考えや意見 をうまく言えず に周囲に埋 没 して しまう

こ とが課題 とされ る。

○ あいさつ な ど子 ども同士の 日常会話 は積極的に行 われて いるが、公的な場や大勢 の前で

自分 の言葉 を使って話す場面で は話そ うとする意欲が大 きく低下す る。

○ 相手に対 して言 いたい ことがあ っても、固定化 した人間関係の中で、言いた くて も言わ

ない ことが ある。

3へ き地教育の課題

平成13年 度教育研究 員 「へ き地 教育」部会では、 「郷 土に 目を向けた指導 内容や指導方

法の開発及びそ のための指導 の手だて」 を探 った。その際、今後 の残 された課題 が3点 挙 げ

られているが 、本研究部会で は、 「豊かな人間 関係 を生か した指導の工夫」 に着 目し、お互

いに認め合 い、自己表現 し合 える社 会性 の育成が重要 と考えた。

以 上のよ うな実態や課題か ら、本研究では児童 ・生徒が社会の変化 に毛体的 に対応 して生

きていく力をは ぐくむため、それぞれの実態 に合わせた言語 による表現活動 を意図的 に授業

の中に取 り入 れ、人間関係の基礎 を培い、社会性 を育て る指導のあ り方 を探 ることを研究 の

ね らいとした。

そのため、研究主題 を 「社会性 の基礎 とな る表現 力を高め る指導法に関する研究」 とし、

仮 説を立て、授業実践 を通 して検証 してい くことに した。

ll研 究 の 内 容 と 方 法

まず、子 ども達 の実態 と家庭 ・地域 の実態 を把握す るた めに、先行研 究の分析や調査研究

(子 ども達へのア ンケー ト)を 行 った。その結果を踏まえて 、研究主題 を設定 した。次 に研究

仮説を立て、研究仮説 を具現化するための指導法について共通理解 を図った。さ らに、研 究仮

説の検証のために、各教科 ・領域等 の検証授業 によ りどのよ うな指導法が有効かをさぐるこ と

とした。

1本 研究における 「社会性」の考 え方

研究 を進めてい くに上で、 「社会性」を次 のよ うに共通理解 し、研究 のキーワー ドと した。

子 どもたちが相互 に言葉 によ り表現 し合 うことによ り、お互 いの考

え を理解 し合 うこと。

2研 究の仮説

研究 を進めてい くにあた って次 の研究仮説 を立て、研究 を深 めることと した。

相手意識 をもった言語活動 を工夫 して行 うことによ り、社会性 の基礎 となる表現力 を高

める ことがで きるであろう。
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「相手意識」 とは、音声言語による表現活動をグルー プの 中で して いく際に、 「相手の様

子を見なが ら話 し方を工夫 した り、話 し手が何を伝 えた いのか を考えなが ら聞いた りする」

ことを意図 して いる。 「相手意識」 をもって相手のよさを見つ け、肯定的に受 け止めた り、

新 しい一面を発見 した りして いくことによ り、社会性 を育成 して いくための基礎 となる力が

高まってい くと考 えた。

3検 証方法

教 育研究 員それぞれの所属校は校種が異なるうえ、児童 ・生徒の実態 、地域 の特性 も異な

っている。また、教科 ・領域等によって も指導のね らい等が異な っていることを踏 まえ、本

研究 では次 のように授業のね らいを絞 って考察 してい くことで研究仮説 を検証 して いくこと

にした。

検 証授業 にお いて、子 どもたちがグループでの音 声言 語 による表現活動をする際

のチェックポイ ン ト

○ 相手の言葉を、 肯定的に受 け止め、よさを見付けたか。

○ 表現 の工夫 ・表現のわか りやすさがあったか。

○ 子 ども同士のや りと り ・コ ミュニケー ションがみ られたか。

全て の検証授業 を実施 していくにあたって、授業 ・活動 の中 に 「相手意識 をもって音声言

語による表現活動 を してい く」 ということを共通 に実施 してい った。

4各 検証授業の位置づけ

検証事例(実 践順) 学習活動の内容

1 「お話 フ リーマーケ ッ トを しよ う」

(小学校第6学 年 国語)

絵本を保育園児に読み聞かせ

するための話し合い活動

2 「劇のある教室 をつ くろう」

(小学校第5学 年 総合的な学習 の時間)

グルー プ ごとに劇 を考 えるた

め の話 し合い活動

3 「連立方程式の問題をつ くり合おう」

(中学校第2学 年 数学)

自分 でつ くった文 章問題 をグ

ルー プで説明 し合 う活動

4 「空気でっぽ うの秘密 を発表 しよ う」

(小学校第4学 年 理科)

実 験 に向 けての グルー プで の

話 し合い活動

5 「クラス相談会 を開 こう」

(小学校第5学 年 学級活 動)

話し合いで問題解決を図るた

めの基礎的学習

6 「日本を形づ くる都道府県 の姿 をとらえよう」

(中学校第2学 年 社会)

地 図 を完 成 させ る グルー プで

の話 し合い活動

z 「相手の気持ちや立場 を考えよ う」

(小学校第4学 年 学級活動)

相手のことを考えた自己表現

のスキル学習
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lll研 究 構 想

次 の研究構想 図は、前述の 「研究主題設定の理由」及 び 「研究の内容 と方法」 につ いて構造

化 した ものである。

【研究主題】

社会性の基礎となる表現力を高める指導法に関する研究
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【社会性の育成が求められる社会的背景、国 ・都の施策】

・社会 とのかかわ りの中で 自己を位置づ ける力の育成

・個人 としての座標軸(行 動の基準 とそれ を支 える価値観)の 構築 [中教審答申]
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【学校 ・家庭 ・地域の実態】

・自分の考えを言語活動で

明確に表現す るよりも、

知 り合 い同士の中で自分

の気持ちを明確に言語表

現 しないことがある。

【子どもたちの実態】

・日常会話への意欲はある

が公的な場では意欲が低

下する0固 定化 した人間

関係の中で言いたい こと

を言わない傾向がある。

【へき地教育研究の課題】

・ 「豊かな人間関係を生か

した指導法の工夫」

(平成13年 度教育研究

員 へき地部会 の課 題

か ら)

.雲 欝 ξ夢 こ聴i鰻 鰹 浅§}1!ミ

※本部会における 「社会性」の考え方※

子 どもたちが相互に言葉によ り表現 し合 い、互 いの考えを理解 し合

うこと。

○研究仮説○

相手意識をもった言語活動を工夫して行うことにより、社会性

の基礎 となる表現力を高めることができるであろう。

【研 究 内 容 ・方 法 】

【基礎研究】

灘 籔鵠 域の実→
態 の洗 い 出 し ・共 通 理

解(KJ法 による)

相手の言 葉 を、肯定的 嚢

に受 け止 め、 よ さを見1;}

付けたか。

【授業研究】

グル ー プ にお け る言 語

表 現 活 動 を工 夫 し、 下

記 チ ェ ック リス トを も

とに観察 ・検証

表現 の工夫 ・表現のわ

か りや す さが あ っ た

か。

【調査研究】

児童 生徒 の コ ミ ュニ ケ
ー シ ョン能 力 、 表 現 に

対 す る印 象 、 自己 評 価

の実態調査 ・分析

子 ども同士のや りと り ・

コ ミュニケー シ ョンがみ

られたか。
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lV調 査 研 究

1調 査 目的

西部山間及び島 しょ地域の児童 ・生徒の 「コミュニケー シ ョン能力」 「自己評価」 「表現

に対 して もっている印象」について調査を実施す ることで、児童 ・生徒の実態 を捉え、研究

の方向性 を明確 に し、授業研究での指 導に生かす。

2調 査対象

【小学校】西部山間地域3校 、島 しょ2校3～6年 生 計155人

【中学校】西部 山間地域2校2年 生 計56人

3実 施時期 平成14年7月

4調 査結果 と考察

1コミュニケーシ ョン能 力1

回答は選択式4と てもそう思う3ま あまあそう思 う

2あ まりそ う思わない1ぜ んぜんそう思わない

so.ox
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30.0%

20.0%

10.0%

0.096

田4学 校

腫 中学校

難

50.04

40.096

30.095

zo.o%

10.OX

o.o%

ありがとうと言われて 日小学校
うれしかったことがある ■中学校

【結果】 「あ りが とう」 と言 う経験 を多 くもって いるのと同様 に、 「あ りが

とう」 と言われて うれ しか った経験 を多 くの児童 ・生徒が もっている。

【結果 】 話 をす る ことが好 きという項 目で はプラス評価 が多 いが、話 し合 いに

参加できるという項 目ではマイナス評価が 目立 っている。

【考 察】 「あ りが とうと言 う」 「話す ことが好き」 か ら、表現する意欲 は高 いと考え

られ るが 、公 的な場 での話 し合 いで の表現 には苦手意 識 をもって い ることが考 え られ:

る。 これは、改 まって話 し合 いをす る ことへ の対応が うま くできな い児童 ・生徒が多 い

ことを示 している。 この ことか ら、よ り豊かな表現力 を身 に付けて いくためには実態 に

合 った規模 の集 団を設定 して いく工夫が必要 にな って くる と考 え られ る。そのためには 、

どのよ うな集団の設定が適切なのか を十分検討する必要が ある。
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50.0%

40.0%

30.090

20.0%

10.0%

o.ox

ロ小学校

団中学校

【結果】 小学校 に比べて中学校 の自己肯定感 の厳 しさが 目につ く。 どち らの設

問 も、中学生 は50%以 上が自分をマイナス評価 している。

【考察 】 中学生にな るにしたがい 自分 のことがよ くわかるようにな って くるという面

もあると考 え られるが、周囲の 目や 自分 に対す る評価へ の心配か ら肯定的 な 自己評価 を

もち にくくな っていると考え られる。肯定的な 自己評価 をもて るようにす る ことが、 自

己表現への意 欲へつなが り、 自己表現 を しようとする行動へ とつ なが ってい くので はな

いか。そ のため には、 どうすればよ り自己肯定感 が身に付 くのか検討 して い く必要が あ

る。

医現に対してもっている印象1

鷺

撒

鷺

囚小学校

凹中学校

【結果】 発言する人を見て うらや ましいとは あま り思わ ないが、

言 って、よかったなあ と感 じた ことは比較的多 い。

【考察】 自分の発言 ほどは相手 の発言 を意識 していない様子 が感 じ取れる。相手 の発

言 を肯定的 に受け止め る力をお互 いに高めていけれ ば、 よ り自分 の考えを表現 しよう と

す る意欲が 高まるので はな いか。そのため には相手の気持ちや 立場 を考 え合 うという学

習 を学校教育全体で設定 してい くことを検討 していく必要が ある。
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V検 証 事例

「生活上の問題解決の方法 と して、表現活動 を9月 ～12月 実施

効果的 に取 り入れ る指導」 小学校第5学 年 特別活動

1活 動名 「クラス相談会 を開 こう」

2活 動の 目標

(D生 活での課題を解決する効果 的な方法 として、集団で話 し合 うことのよさに気付 き、自

己肯定感や仲間意識 を強め、表現す る意欲 を高め る。

(2)人 間関係における、言葉を使った効果的な表現 の技能 を知 り、それを使 うことがで きる。

3活 動設定の理 由

社会の中で人々が適切 に表現 し合 うため には、 「自己 を表現 したい」 という意欲 と 「相手

の気持ち を考 え合 う上に成 り立 った効果的な表現技能」 を身に付 けることが不可欠である。

しか しなが らクラスの実態 を見ると、相手の気持ちや 立場等 を考えず に自分の気持 ちを表現

し、自分の要求 を実現 しよ うとす る傾向が強い。 また、生活上の問題解決 について は、教師

にその解決 を依存する傾向が強 い。一方で教師の指導 に対 して はまだまだ素直に聞き入れる

姿勢 もあるので、この時期を機に、自分たちで 、協力 し、話 し合 うことによ って問題を解決

するクラス相談会 を開き、 自己肯定感や仲 間意uを 強め、積極的 に表現す ることの重要性 に

気付かせ ようと考えた0そ して、その クラス相談会 を積み重ね 高め ることで、 「表現力 を高

める」 ことにな り、それによ り研究主題の 「社会性の育成の基礎」の学習 となる と考えた。

4児 童の実態

友人関係 として は、多 くの友人を作 る努力 をせず に、少人数で固まろうとす る傾向が強 い。

「別 に仲良 くな らな くて もよい。」 という言葉もよ く耳 にする。そ して、グル ープ内は大 切

にす るが、グループ外に対 しては乱暴 という様に、グループの内外 で、態度や言葉づかいを

使い分 けている児童がいる。その結果、 自分で交友範 囲を限定 しているため、摩擦が起きた

時の逃 げ場が少な いと予想で きる。 この ことか ら、相手に 自分の本音の要求 をする ことも少

ない。また、 「あ りが とう」 「ごめんな さい」 などの感謝や謝罪の意味の言語を適切 に使 う

ことも少な い。 しか し、嫌な思 いを しただ け、友 人とうまく付き合 いたい、悪 口はいけな い、

友達 をい じめてはいけな い、 とい う意識 は高 く、 自分が大事 にされた い、友達 を大事に した

い、とい う意見が全体 の前で も発言 される ことが多 く、相手の気持 ちを互いに尊重 し考 え合

いたいとい う気持ちは高いと考え られる。

児童の言 動は、① 自分の感情 をコン トロールす る② 他人を信頼 し、協力的 に話 し合 う、 と

い う点では、全体的 に幼 い傾向が あ り、技術 も未だ不十分 な点が多い。

5活 動の評価規準

(1)自 分や相手の気持ちを素直 に認め、その気持 ちを言語化で きる。

(2)適 切な方法で言語表現 し、自分や相手 を尊重 した解決方法 を提案で きる。

・8・



6指 導 の実際(学 期計画)

○主な学習活動

月

旬

9

下

クラス相談会の目的や方法 を理解 する。

○基本方針 を確認する。

「ク ラス相談会 はみんなの気持 ちを大切

に し、問題を解決する場である。」

「私 たちは、全員が高め合 い、助 け合う

ために ここにいる。」

「みんなが勝つ方法 を探す。」

「教室 はお互いを尊 重す る場 である。」

他

○ クラス相談会の運営方法を理解す る。

解決策 の見つけ方 発言 の仕方

定期 的に クラス相談会 を開 く。

〉>〉 〉>本 時(第3同 目)

圏
先生 と一緒 に、失敗 を恐れ

ず に、 生か しな が ら、 適切

な ク ラス相 談 会 をつ く り上

げて いく。

先 生 に頼 らな いで 、適 切な

ク ラス相 談 会 を運 営 で き る

よ うに して い く。

★話 し合いの基礎 には、常 に相手の気持

ちを考え合 うという理念が ある ことを

忘れな いよ うにす る。

☆教師か らの指示は、できるだけ命令調

や説教調 にな らないよ うにす る。

★相手の気持 ちを考 え合 うとい う理念 に

反する言動 に対 しては、必要に応 じ、

子 どもに問 いか けていく。

★相手の気持 ちを考え合 うことにつ いて

は 、教師 もfど もを尊重す る態度を心

が け、努 力す る。

★教師が認めることのできな い選択肢

は 、解決策の 中に入れ られない こと

を、あ らか じめ子 どもたち と合意 して

お く。

☆子 どもの表現 に不適切な ものを感 じた

ら、教師がその印象 を素直 に伝 え、必

要 に応 じ、中断 し、次 に進 む。(協 力

的 に)

自分 た ちが 中心 に な りクラ

ス相談会 を運営 して い く。 ☆話 し合 いは・児童 の実態 に合わせ ・集

中できる時間で、区切るよ うにす る。

★児童か ら出て くる解 決策の 中には、罰

則的な解 決策が 出る可能性が あるの

で、必 要に応 じ、問いか けて いく。
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7本 時の展 開(45分)

(1)本 時の 目標

教師の支援 を受 けなが ら、 自分や相手の気持 ちを素直に認め、その気持ちを言語化 し、

自分な りの解決方法を提案できる。

(2)本 時の展開

学習活動

・ 導 入 ゲー ム

(2人1組 によ る)

・相手の考えを互 いに推測

しあ うゲーム

など

・ 前回 の解 決策 につ いて検 討

する。

・ 議事

1.相 手の話 を聞 き、相手

の気持 ちや立場等 を理

解 し合 う。

9
一

〇
〇

自由に議論す る。

問 題 解 決 策 を提 案 す

る。

・ これ か らの学校生活 を互 い

に楽 し く過 ごして い くため

に何 を してい けばよいのか

につ いて話 し合 う。

教師の支援

児童が短 いゲーム を行 うこ とに

よ り、 リラ ックス して 、 「言葉」

による表現が しやす い雰 囲気 をつ

くる。

全活動にお いて、 「互 いに相手

の気持ち を考え合 う」 立場か ら、

常 に児童 を観察 し、必 要 に応 じ助

言す る。

児童が相手 の気持 ちを考え合 う

こ とがで きな い と判 断 した場 合

は、中断 し、次 の ことに移る。

ただ、児童 が気付 くよ うに、助

言 を児童 に応 じて適 時 行 って い

き、児童 自身 に意識化 させ るとと

もに、まわ りの児童 にも気付かせ

てい くようにす る。

評価項目

○児童が 自分で納得 し

て、適切な解決方 法

を選 んでいるか。

○児童が相手の気持ち

を認め考 え合 うこと

ができたか。

O児 童が会議 の中で、

自分の気持ちを適 切

に言語化することが

できたか。

○児童が自分の気持 ち

を言語 化す る際、相

手 に分 か りやす いよ

うに表現を工夫す る

ことが出来たか。

○児童相互の コミュニ

ケー ションが活発 に

なされていたか。

議題 に よ って は、 言 葉 と同時

に、 ロールプ レイ等を して、心 で

感 じるこ とがで きるよ うに工夫す

る。
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8成 果と課題

(1)相 手 の言葉 を肯定的 に受け とめ、 よさを見付けたか。

・

●

・

導入ゲームを行 うことによ り、肯定的な雰囲気で話 し合いが進 行で きた。

議題 に出 された友達 の悩み について、 自分な りに考え、提 案できた子 どもは、出 さ

れた案の適切不適 切を問わず、提案者の悩みを肯定的 に受 けとめていた と考察で き

る。 また、積極的に質 問を して いた子 どもたちにも、相 手の ことを肯定的 に受 け止

め ようとしていた といえると考え られる。

全体的 に、話 し合 いが攻 撃的で はなか った と感 じられ た。 このことは、言葉 を通 し

た話 し合 い活動が、概ね肯定的な感情の もとに行われたためと考察できる。

(2)表 現 の 工 夫 ・表 現 の 分 か りや す さが あ った か。

・

・

・

友達 の理解 しにくい表現 を、別の子 どもが言い直す場面があった。

話 し合 いのテ ンポを優先するため、教師の言い換えが多 くなって しまったのは、課

題 として残 る。

自分の提案や質問、解決策を、 全員が見えるよ うに工夫 して黒板 に掲示 して示 した

ことで 、互いの考えを理解す ることが出来た。

(3)子 ど も同士 のや りと り、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョンが あ った か 。

● 本時 の言葉によるコミュニ ケー ションのパター ンは、 「悩みの提案」 「悩みへの質

問」 「解 決策の提案」 「提案への質問」な どで あ り、解決策の提案で は、不適切な

ものを含 めて、本 人な りの 自己表現があ り、コミュニケー ションが深 まった と考察

できる。

● 話 し合 いのテ ンポを優先 したため、児童相互 のコ ミュニ ケー ションがで きなか った。

しか し、今後回数 を重ね る うちに、解決できると考え られる。

● 教師 を介 さないで児童相互 によるコミュニ ケー シ ョンが見 られた場面 もあった。

〈 課 題 〉

● 評価規準 については、活動 の性質 上か ら抽象的な ものが多 くな り、その評価 は、児

童 の感覚 に頼 る場合が多 いので 、多くの児童か ら情報 を集 めな いと、評価が指導者

の主観的なものになって しまう傾向がある。

● 話 し合 いのテンポは、参加者の多 くに心地よ さを体験 させ るためにも重視する。そ

のため、 クラス全体で行 って いる場合、 全員の意見 を取 り上 げる時間を保障で きな

い場合がある。

● 児童の不適切な言動 に対 し、教師の説教ではな く、その児童 自身が気が付 くよ うに

助言 していく技術の難 しさが課題で ある。
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検証事例 「問題をつ く りあ うことによ り、表現 を工夫

2さ せる指導」

7月 ～9月 実施

中学校第2学 年

1単 元名 「連立方程式の問題 をつ くり合おう(連 立方程式 の利用)」

2単 元の 目標

(1)自 分の意見を伝え合 い、仲間と相談を してい くなかでよ りよい表現を工夫 していこう

とい う気持ちを もつ。

(2)日 常の生活や事象 を数学的な見方で とらえ、解決 して い くことで、数学 の有用性 を感

じる。

(3)自 分で問題をつ くることによ り、数学的な考 察力(① 日常 の事象か ら条件 を読み とる

力、②その条件を数学的な見方で とらえ、式と して表現する力、③式を処理 し、解決

する力)を 育てる。

3単 元設定の理 由

学級で、作文を書 くときや 自分の意見 を発表す るときに、 「自分 を表現 して いくこと」 を

苦手 として いる生徒が多い実態がある。そ こで、 あらゆる場面で 「表現 をす る場」 を設定 し

てい くことで、表現 をす る ことの楽 しさを知 り、自分に 自信をもち、さらにはその表現を肯

定的 に受 け止 め、相 手を理解 する といった経験 を数多 く積 んで い くことができ、そ こか ら

「社会性 の基礎 となる表現力」が養われてい くのでないか と考 えた。

そ こで今 回は、以下の3点 を意図 して実践 を行 った。

① 数学の授業 にお ける表現をする場の工夫

毎 日の生活の場面か ら数学的な内容 を見 いだ し、 自 ら問題 をつ くってい くこ

とで、自分の考 えを発表する場 を用意す る。

② 生徒 同士が意見を交換 し合える活動の工夫

グルー プによる活動 を多 く取 り入れる ことによ り、意見のや りとりを活発 に

し、そのなかか らお互 いの意見の中のよさを認め合 うよ うにす る。

③ 主体的 に問題を解決 しよ うとする活動の工夫

自分たちでつ くった問題 をお互いに解 き合 うことで、少 しで も興味を もち、

苦手意識 を減 らし、意欲 的に問題 を解 くとい う姿勢 を養 うよ うにす る。

4生 徒の実態

指導学級 は合計22名 の少人数の学級 であ り、幼 少か ら小学校 の頃 よ りほぼ同 じ人員構成

で生活 してきている。全体 的に穏やかな性格の生徒が多 く、 クラスの雰 囲気 も、とて も和や

かである。
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そ の反面、今 までの慣れか らか、相 手を傷付ける ことを平気で言 った りす る面も見 られ る。

また新 しい ことにチャ レンジ しよ うとする意欲のある生徒が固定化 してお り、いつ も決 まっ

た メンバーが意見 を言 うことが多 く、自分の意見 を明確 に言わ ないで過 ごして いる生徒 たち

もいる。授業 の中で 自分の意見 を述べ ることにつ いても、教師 の発 問に対 して 自分の答 えを

述べ る ときだけと考えて いる傾向があ り、積極的 に自分の考え を全員 に伝 えようとい う意欲

は見 られない。

学 区が広 い割 には、生徒数は全校 で77名 と少な く、 これか らも減少の傾向にある。その

ため、生徒た ちは幼少期 のころよ り同 じ保育園、幼稚園、小学校 、中学校 と固定化 された人

間関係の中で過 ごしてい くことにな っている。そのため、互 い に自分の考え を明確 に言葉で

表現 しあわな くて もよい雰 囲気がで きて しまっている。

また、地域 の中で も豊かな 自然の中で、住民の移動 も少な く、行き交 う人 同士も顔見知 り

である ことが多い。古 くか らの地域の伝統行事へ参加す ることな ども多 く、生徒たちは地域

の人たち と交流す る機会が多 い。そ こでも地域の人たちと生徒 たちは、幼少の ころか らの顔

見知 り同士 という人間関係か ら積極的に 自分の考 えを明確 に表現 しないで よい雰囲気がで き

て しまって いる。

5指 導の実際(8時 間扱 い)

時数

4

○主な学習活動

○連立方程式 を使 っていろいろな実際的な

問題 を解決す るための考え方 とその手順

を理解 する。

○ いろ いろな問題例を通 して、その式を立

てる。

○つ くった連立方程式を解 き、解 を吟味す

る 。

○毎 日の生活の場面か ら、数学的な内容 を

見 いだ し問題 をつ くる。

・方 程 式(x+yニ15)と い う条 件 に合 う 問題

を作 成 す る。

・教 師か らの条件設定な しで問題作成す

る。

★指導の手だて ◇評価

☆ 一元一 次方 程 式 と二元一次 方 程式 の立

式 での相違 点 と類似点 とを引 き 出 し、

理解 させて い く。

☆ 問題文 の 中か ら立式 の鍵 とな る文 章 を

見つける ことがで きるよ う助言する。

★ 問題 で要求 されて い る答 え とな って い

るか注意す る。

◇与 え られ た文 章題 に対 して 、2つ の方

程式 をつ くるた め に文 章 をよ く吟 味す

る ことがで きたか。

◇連 立 方程式 を使 って文章題 を解 く こと

ができたか 。

★ まず は、1つ の方 程式(x+y=15)を 与 え

る。つ く りに くい生徒 には ヒン トを与

え る。

★条 件な しで、 問題 をつ くるよ うに指 導

す る。そ の 際、 求 める ものか ら考 えて

い く方が 、 問題 がつ く りや す くな る こ

とを助 言す る。

◇ 数学 の問題 をつ くる ことを通 して 、
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【夏期休業中】

○みんなが解 きた くなるような問題 をつ くって

くる。

2 ○ ワー クシー トの 日記文 を読み、未知 の数

量 を発表す る。

○ 生徒相互 の情報交換 を行 う。

○ 未知の数量 を求めるた めに式 を作る。

○ 自分の作 ってきた問題 を検討する。

○班 ごとにそれぞれが作 ってきた問題 を発

表 し合い、検討す る。

○班の代表 となる問題を選ぶ。

○一班ずつ代表の問題を選んだ理 由ととも

に発表 し、全員で 問題 を解 き合 う。

○選ばれた問題は、本 当に解きた くな った

か、改善すべき点 はなか ったかな ど感想

を話 し合 い、活動のまとめ とする。

驚
藍

贈証
闇
鵡

・、 麟鴫 〆

表現す る力が育成できたか。

◇ 物 事 を順 序 立 て 考 え る こ とが で きた

か。

★最 終的 には、解 く ことが できな い問題

になってもか まわな いことを伝える。

★他 の意 見 も聞 くこ とによ り、求 め る こ

とので き る数量 が た くさんあ る ことに

気 付かせ 、意欲を高め る。

★ 日記文 の中 には条 件が2つ あって も、

実 は1つ しか な いの と同 じで ある こ と

に気付かせる。

★ 自分 た ちが作 って き た問題 をみて い く

とき も、条 件が 整 って いな いか も知れ

ないことを考 えさせ る。

★基本 的 に は、 「解 きた くな った問題 」

を選ぶ よ うに伝 える。 また、 なぜそ の

問題 は解 いて みた いのか とい う理 由 に

つ いて も一 人ひ と りが 自分 の考 え を述

べるよ うにす る。

★ 問題 を読む ときは、 聞 き手の こ とを考

えて 読む よ うにさせ るO立 式や方程 式

を解 く ことに とま どって いる生徒 に は

個別に指導す る。

★解 いて はみた いが 、解 くための条 件が

そ ろ って いな い といった ことも、話 し

合わせる0

★連立 方程 式や そ の解 の意 味 を再確 認 さ

せ る。

◇ 自分 の意 見 を相 手 にわ か りやす く工夫

して伝え ることがで きたか。

◇仲 間の意 見 の 中に、 よ さを見つ ける こ

とがで きたか。

◇ グルー プ 内で意 見 のや りとりをす る こ

とがで きたか。

◇発 表者 ・聞 き手双方 の 身体 表現 の工夫

は あったか。

・ 重4・



6成 果 と課 題

(1)相 手の言葉を肯定的 に受 け とめ、よさを見つけたか。

お互 いの問題を発表 し合 った後 、よ り解 きた くな るよ うな問題にす るため には、 どうすれ

ば良いか をグルー プごとに話 し合 った。物 の値 段を問う問題 が多 く見 られたが、その中でや

た ら高価な値段を付 けてみた り、現実 にはあてはま らない答え になった りする問題が あった。

「それは高す ぎるん じゃない。」 「そんな こと現実 にはあ りえないよ。」 といった仲 間の意

見 を聞 くことによ り、 自分 自身では見落 として いた部分 を再度見つめ直 し、よ り解 いてみた

くなる問題 を作ろうとする姿を見る ことができた。

(2)表 現の工夫 ・表現の分か りやす さがあったか。

作 って きた問題 は、プ リン トにはせず 口頭で発表させた。

したが って、普段 と変わ らないペースで問題 を読んでいれ ば、

当然周 りの人は聞き取る ことができず 、問題 を解けな くな っ

て しまう。一度 目は、何の工夫 もな く普通に読んでいた生徒

が 、友達が聞き取 ることができなかったと分か ると、次はゆ

っ くりと読みさ らにポイ ン トとなる部分 は大 きな声で読んで

あげるといった工夫 を自然 と行 えるようになった。

(3)子 ども同士のや りと り、コ ミュニケー ションがあったか。

本実践では 自分の考えを述べる場 として、6名 ～7名 で構成 される班での活動 を取 り入れ

た。普段の生活班 のままでの活動 だったので、意見が活発 に出て くる班 とそ うでな い班 とが

両極端 に分かれて しまった。最終 的には、 どんな グルー プ内で も自己表現がで きるようにな

ることが 目標 ではあるが、今 の段 階で は、各グループで意見 を活 発に述べ られ る生徒が他の

生徒 を リー ドして いくことが必 要で ある。また、一人ひ と りがよ り多 くの意見 を述べ るため

には、2名 ～3名 といったさ らに少人数でのグループ活動を取 り入れて いくことも大事であ

る。

〈 課題 〉

生徒 に数学 の授業を通 して社会性の基礎 となる表現力を育 成 していくためには、授業の 中

で繰 り返 し生徒が 自分の考 えを相手 にわか りやすいように表現 していく機会 と場 を意図的 に

設定 してい く必要がある。相手 の様子 を見なが ら話 し方を工夫 した り、話 し相 手が何 を伝え

た いのかを考 えなが ら聞いた りす る ことを確実 に身に付けるためには、数多 くの場を踏 んで

いくことが大切である。今 回の授業 を通 して、相手意識をもち、表現活動を行 うことが 身に

付き始 めて きて はいるが 、 これか らも、 さらにいろいろな場 面で表現 をす る機会 と場 を意 図

的 に用意 していかなけれ ばな らな いと感 じた。
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検証事例

1単 元名

「絵本の読み聞かせを通して相手に応じた

接し方を工夫する指導」

「お 話 フ リー マー ケ ッ トを しよ う」

6月 ～7月 実施

小学校第6学 年 国語科

2単 元の 目標

絵本の読み聞かせ を行 い、語 り合 う活動 を通 して、 自分 の考 えや気持 ちを的確 に話 した り、

相手 に応 じた接 し方 をした りす ることができる。

3単 元設定の理 由

本校が力を入れて取 り組 んでいるものが二つある。一つは読書 力を高めること。 もう一つ

は、 「認め合い」 「かかわ り合 い」 を重視 して、異年齢集団の交流 を図る こと。 これ は、縦

のつなが りを深 め、社会性や 思いや る心を育てるためである。そ こで、 これ らの二つ を生か

しなが ら研 究主題 に迫 りたい と考 えた。

ここで は、絵本 を用 いることに した。絵本 を題材 に語 り合 う活動 を行 い、 自分の思 いを相

手に伝える力、相手に応 じた接 し方ができる児童 を育てたい と考 えた。

【本実践 にお ける指導 の手だて】

① 絵本選び

1年 生や保育園児、 また、 自分の力に合 った絵本選びができるようにす る。

② 読み 聞かせ

話の順序、視線、読 む速 さ、本 の見せ方 、間の取 り方な どを観点 として気 付

いた ことを発表 し合 い、次の練習 に臨めるようにす る。

③ 相手意識

1年 生 と保育園児 とでは読み聞かせの仕方 に違 いの ある ことに気付かせる。

そ こで、相手 の ことを考 えなが ら、読 み聞かせ ・語 り合 いを楽 しむ ためには

どうした らよいか、課題 をもって取 り組 めるよ うに工夫す る。

4児 童の実態

指導学級 は合 計33名 の学級 である。児童 の中 には、学習面 ・生活面 において リー ダ

ーシ ップを とっている者 もいるが、控えめな者 も多い。6年 生 と して は幼 い面 もあるが、

児童 は素直 で伸び伸び と生活 して いる。集 中力があ り、発言 も活発で ある。反面 、個 人

差が激 しく、個別指導 が必要な児童 もいる。

朝の読書 を5年 生の時か らや ってきたおか げで、本好 きな児童が増 えてきた。 しか し、

一16一



「家庭 で本 を読む時間が15分 以内」 と答 えた児童が半数以上 もいる。 「小 さい頃、絵 本 を

よ く読んだ」 という児童 はかな り多い。

語 り合 いの活動をす る場合、小説や伝記な どよ り絵本 の方が内容 の理解が比較的楽で あり、

児童へ の負担 も少ないと考え られる。

また、本校では、縦割 り班での遊びや掃除が活発 に行われて いるため、異学年との交流が

多 い。6年 生として班 をまとめて いくためにも班員の気持 ちを考えた り、学年 に応 じた接 し

方が 出来て いかな ければな らな い。

本実践 を通 して少 しでも相手意識 をもって縦割 り班活動 に取 り組み、楽 しく下学年 とかか

わっていけるようになる ことを願 って いる。

ま た 、 地 域 に お い て は近 年、住宅 も多 くなって きてお り、学 区の中で も、団地や新 し

くできた住宅地 な どが増えて きて 、児童数 も増加 して きて いる。そ のため、本校 の児童 は

固定化 され た小規模 な人間関係 の中で過 ごして いるというわ けで はな い。 しか し児童 は積

極的 に多 くの人たち に自分の考 えを表現す るよ りも、学級 の固定化 された人間関係 の中で

過 ごし、明確 に自分の考 えを表現 しないです ませている傾向がある。

5指 導の実際(8時 間扱 い)

○主な学習活動

01年 生 に読み聞かせ を行 うため に、

きな絵本 を選ぶ。

★指導の手だて ◇評価

自分の好 ★適切な絵 本選びがで きて いるか一人

一人を確認す る
。

◇ 自分に合 った絵本選 びができたか。

○ 「お 話 フ リーマ ー ケ ッ ト」 の準 備 をす る。

・ポスターづ くり

・読み聞かせ の練習

☆一年生が見 て どんなお話 か分か るよ

うに表現 の仕方 を工夫させ る。

★話の順序、読 む速 さ、本 の見せ方、

間の取 り方 な どを工夫させ る。

★ 顔 を 上 げ た り、 視 線 を 向 け た り

して 、 聞 き 手 を 意 識 させ る 。

◇表現の仕方 に工夫が見 られたか。

◇ 自分の話 し方や 聞き方の問題点を見

つ け改善 してい くことがで きたか。
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1

1

1

Ol年 生 と 「お話 フ リー マー ケ ッ ト」 を行 い、

1年 生 と語 り合 う。

「お話 フ リー マー ケ ッ ト」 の流 れ

(1)ア ピールタイム

・聞き手 を集め るため に、 自分の本の

よさや選 んだ理 由 を語 り、聞き手に

興味をもたせる。

(2)読 み聞かせ

(3)語 り合いの時間

・感想や意 見の交流 を行 う

01年 生と 「お話 フ リーマ ーケ ッ ト」 を振 り返

り、次回の保育園児への対応 を考 える0

・1年 生 と語 り合 っての感想を聞く。

・語 りの場面を振 り返 り(ビ デオ) 、語 りを

楽 しむための工夫 を考え る。

・保育園児への対応 を考え る。

・保育士か らのア ドバイス(手 紙)を 読む。

・次回への課題をたて る。

・友達 を相手 に練習 をす る。

・保育園児か らの ビデ オ レター を見る。

○保育 園児 と 「お話 フ リー マー ケ ッ ト」 を行

い、保育園児 と語 り合 う。

・保育園へ訪問

★語 りが一方通行 にな らないように、

読み聞かせ後 の語 り方などを工夫 さ

せ る。

◇1年 生 とのコ ミュニケーシ ョンが う

ま く図れたか。

堅箏騨1
ヒ ㌦ ㌧
.タ 準 観

崖}㌶}i

zサ 　

ゼ:轟綴 難 藩遷

◇1年 生の話 を ヒ手に受 け止める こと

ができたか。

舞 、

★保育園児 の ことを考え、語 り合 いを

楽 しむ ため にはどうすべきか 、励 ま

しなが ら考えさせる。

◇保育 園児に応 じた接 し方について考

え る ことができたか。

◇保 育士 のア ドバイスを生か して練習

に取 り組めたか。

★園児が楽 し く聞けるように場の設定

に気 を付 ける。

★前時の学習 を生か して読み聞かせが

行 えるよ うに工夫 させる。

◇保育 園児 に分か りやすい表現 の工夫

が あったか。

・18・



1

○感想 を発表 し合 う。語 り合 いを楽 しむ方法 を

ま とめ る。

・ 「年齢 に よ って 話 し方 を変 え る」

・ 「相 手 の意 見 に共感 す る」

・ 「表 現 の仕 方 を工 夫す る」

・ 「笑 顔 を絶 や さな い」

・ 「目 を見 て語 り合 う」 な ど

★ 自分 の気持 ちを素直に表現で きるよ

うに言葉がけをす る。

◇語 り合 いを楽 しむ方法を考 え、 まと

め ることができたか。

6成 果 と課題

〈成 果 〉

(1)相 手の言葉を 肯定的 に受けとめ、よさを見つ けたか。

読み聞かせの練習 を した後、児童相互で 「もう少 しゆ っくりの方が保育園児 にはいいん じゃ

ない」 「途中で語 りを入れた方がもっと良くなるよ」 「表紙 の見せ方や裏表紙の 兇せ方 が上手

だ ったよ」等、お互いにア ドバイスをし合 っていた。 又、保育士のア ドバイスをさっそ く練習

に取 り入れ る児童たちが いた。 このことは最終 目標(保 育園児 との読み聞かせ)が 明確 になっ

ている ことで児童た ちは相手の言葉 を真剣 に受け止め 、相手のよ さを見つけよ うとしていた と

考え られ る。

(2)表 現の工夫 ・表現 の分か りやす さがあったか。

1年 生 と保育 園児 との読み聞かせ には明 らか に表現 の工夫の違 いが見 られた。 まず、難 し

いと思われ る言葉 は簡 単に直 して読み聞かせを した 。また、顔 の表情や 声、手振 りな どの動

作 を大 げさに していった。相手 を意識 した読み聞かせや 語 りが 出来 た と考え られ る。児童 た

ち は一 人一 人の性格 が良 くでて いて、 一つ として同 じ表現の仕方が な く、それぞれ が工夫 し

た読み聞かせが出来ていた。

(3)児 童同士のや りとり、コミュニケー ションがあったか。

「お話 フ リー マー ケ ッ ト」で 全員が5人 以 上の1年 生 とかかわ り合 った。その時 の ビデオ

(2人 の見本)を 全員で観て、意見の交流を図った。 よい点 も改善すべき点 も素直に意見 を出

し合い、 クラス全体 の課題 にしてい こうとしていた。

ここでは全体で話 し合いを行 ったが、相手を意識 したコ ミュニ ケー ションを図って いくため

には、 グループによる話 し合 い活動を取 り入れて いく方が有効で あった。

<課 題>

1年 生 と保育 園児 との関わ りだけでな く、全学年や地域 の方々等 との交流につなげ、相手意

識 をもった表現の仕 方を学 ばせてい く。絵本にはそれぞれ作者の伝えたい願いや思 いがあ る。

子 どもたちはそれ を十分に読み取っていた とはいえない場面 も見 られた。作者の願 いや 思 いが

分か ってこそ良 い 「語 り」ができる。今後は読み深める時間 も十分 に取ってい く必要がある。
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検証事例

4

1単 元名

「実験を踏まえての意見交流の指導」

「空気 でっぽうの秘密 を発表 しよ う」

10月 ～11月 実施

小学校第4学 年 理科

2単 元の 目標

(1)空 気 を入れた入れ物 な どを圧 して手 ごたえを感 じた り、視覚 的にも空気 の存在 を確か

めた りして、空気 の存在 を理解する。(関 心 ・意欲 ・態度)(知 識 ・理解)

(2)空 気 でっぽうを作 って 玉を飛ば し空気は圧 し縮める こ とができるか に問題 をもち、閉

じこめた空気 を圧 して調べ、空気のか さと手 ごたえの変化を関係づけて考 えることが

で きるよ うにする。(科 学的な思考)(技 能 ・表現)

(3)水 も圧 し縮める ことが できるかに問題 をもち、空気 と比較 しなが ら調べ、力を加えた

ときの空気 と水の性 質につ いて考 えることができるよ うにす る。

(科学的な思考)(技 能 ・表現)

(4)自 分の考 えを伝えた り、友達 の意見を聞いた りす る中で、相手 にわか りやす く伝えた

り、相手を理解 しよ うとして聞 く気持ちをも(社 会性 の基礎 とな る表現)

3単 元設定の理由

子 どもが自らの経験を基 に して対象 に接 し、予想や仮説 をもって積極的に対象を観察 しよ

うとす る態度は理科 にお いて大 切なね らいの一つで ある。そ して、 自分 の予想や仮説通 りに

な らなかった場合は、自分の予想や仮説を子 どもが主体的 に見直 し、再検討す ることで、子

どもは自らの 自然の見方や考え方を変容 させてい く。そ こで、以下のような三点を学習 の中

に取 り入れて展開 して いこうと考 えた。

① これまでの経験では ぐくんで きた見方や考 え方 を学習 と結びつける導入をす る

②学習 を進める前に、 まず 自分 の考えや予想を明 らか にす る

③子供たちの考 えや予想 を交流す る

学習課題に対 して自分の考えを発表 し、友達 と考 え方 のや りとりをす る学習活動 は、 これ

までの生活 ・学習経験が 自分 と異なる友達の考え方 を尊重 し、 自分の考 え方 を再検討すると

いうものとな り、 こうした活動が 「自分の表現力を高める」基礎 になっていくだろうと考 え

た。

4児 童の実態

自然や社会事象な どいろいろな ことには、大変興味 をもつ反面、面倒な ことはや りたが ら

な い傾向がある。 自分に対 して 自信 をもっている児童が多 い にもかかわ らず、全校集会な ど

での発表では声が小 さか った り、下 を向いて発表 した りす る ことが多 い。授業中においては、

あま り人の話を聞かず、 自分の言 いたい ことだけ発表する場面が多 いので、いか に思考 を深

めてい くか、 とい うことが課題で あ り、2学 期に入 ってか らは話 し合いの方法や手順 といっ

たものを授業の中で取 り入れてきた。
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5単 元 の評 価規 準

(1)閉 じこめた 空 気 に力 を加 えた ときのか さや 圧 し返す 力 の変化 を予想 して いる。

(2)容 器 を使 って 空気 に力 を加 えた とき の現象 に興 味 関 心 を もち 、進 んで 空気 の か さや 圧

し返 す 力の 変化 を調 べ よ う として いる。

(3)空 気 や 水 のか さや 圧 し返す 力 の変化 によ って起 こる 現象 とそ れぞ れの 性質 を関 係 付 け

て考 え よ う と して い る。

(4)検 証授業 チ ェ ックポイ ン ト

・相手 の言 葉 を肯定 的 に受 け 止めて、 その よ さを見付 けて い る。

・表現 の 工夫 ・表現 の わか りやす さが ある。

・子 ども同士 のや りと り、 コ ミュニ ケー シ ョ ンが ある0

6指 導 の実 際(5時 間扱 い)

次 時 学 習 内容 ・学習 活動 教師 の支援 ・教 材

1次 ◎ 身 の 回 りで 空 気 を閉 じこめて 使 う もの ○ポリ袋や空気を閉じこめやすい入

を発 表す る。 れ 物 な どを準備 して お く。 力 の加

空気を ◎ ポ リ袋や ボー ル 、 プ ラス チ ックの 入 れ え方 を加 減 させ る。

と じ こ 物 な ど に空 気 を 閉 じ こめ て圧 して 、 感 ○水の中に空気を出させて泡で空気

め よ う 触 を確か め る。 の存 在 を確 認 させ て もよ い。

★ 自分 の感触 を発 表 す る。 ☆実験で得た感触を自分の言葉で発

ム フ ラ ス コ の 上 の ロ ー トに水 を 入 れ 、 ピ 表 させ 、友 達 の発表 で よ い と ころ

ンチ コ ッ クを開 ける実験 を通 して 空気 に 気 付 く。

1 の 存在 に気 付 く。(実 験①) △ 時 間が あれ ば … 教師 の提示 実

★ 今 まで の経験 な どで 自分の考 え、 予想 験 で見 せ るが 、装置 の説 明 と課 題

発 表 す る。 を理 解 させ てお く。

◎ 圧 した とき に 中 の空 気 は ど うな って い 〈 準備 〉 三角 フラス コ、 ゴム栓 、ガ

る か 考 え 、 発 表 す る。 ラ ス 管 、 ロ ー ト、 ピ ン チ コ ッ ク

★ 今 まで の経 験 な どで 自分 の 考 え 、予 想 ☆今までの経験や前時の学習を想起

を発 表す る。 し、 自分 の考 えや 予想 をわ か りや

す く自分 の こ とば で工夫 して 発表

し 、 交 流 さ せ る。

◎ 玉 が 遠 く に とぶ よ うに、 工 夫 して空 気 ○材料などは各自の考えで自由に決

で っ ぽ う を作 り、 玉 を と ば して み る 。 め さ せ 、 用 意 させ る 。

(実 験②) ○広 い場 所 で活動 させ た り、 目標物

1 ◎ 玉 が よ く とん だ とき の工 夫 や とん だ と な どをお いて意欲 を高め る。

きの様子 につ いて 発 表す る。 ○ 玉 のつ め 方、押 し棒 の押 し方 、 筒

の 中 の様 子な どについて視 点 を向

★ 自分 の考 え た 工夫 を発 表 し、 友達 の工 け さ せ 、 活 動 させ る。
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夫や考 え も聞 く。 ○ 押 し棒 が直接 玉 を押 し出 して いる

ので は ない こ とを抑 える。

◎筒 の 中の空 気 のか さが 小 さ くなって 、 ☆玉 を遠 くに とばす ため の工 夫な ど

玉が とび 出す こ とをま とめる につ い て 、 自分 の考 えや経 験 をわ

一本 時 一 か りや す く 発 表 し、 交 流 さ せ る 。

友 達 の考 え のよい所 に気 付 く。

2次 ◎ 前時 まで の学習 か ら 空 気は圧 し縮 め る ○注射器から空気が漏れないように

こ とが で き るか に問 題 を もち,注 射 器 ふ さ ぐ 。

空気は に 閉 じ こめ た 空 気 を圧 して、か さ と感 ○ 圧 し返 され る感触 を意識 させ る。

お しち 触 が ど うな るか 調べ る。(実 験③) ○ 水 中で は棒 をゆ っ くり押 し、水 中

ぢ め ら 1 ◎ 玉 を水 中 に と ば して 、 圧 し縮 め られ た で 玉が 出 る様子 を と らえ させ る。

れ るの 空気 が 前 玉 を と ば して いる ことを確 か

か め る 。

◎ 空 気 は 、圧 し縮 め られ て か さが 小 さ く ○ 分 か りに くい場合 は、黒板 に 図示

な る ほ ど 、圧 し返 す 力が 大 き くな る こ して 説 明 す る 。

と 、 こ の 力 で 、 空 気 で っ ぽ うの 前 玉 が

とび 出す こ とを ま とめ る。 ☆今までの経験や前時の学習を想起

★ 自分 の考 え、 予想 を発 表す る。 し、 自分 の考 えや 予想 を発 表 し、

★気 付 いた こ と分 か った こ とを発表す る。 み んな に分 か るよ うに 自分 の 言 葉

を工夫 して 交流 させ る。

3次 ◎ 水 も、 空 気 の よ う に圧 しこめ られ る と ○ 空 気 と違 って圧 し縮 め られ な い こ

か さが 小 さ くな るか に 問題 を もち、 注 と を と ら え さ せ る 。

水 もお 射 器 に閉 じ こめ た 水 を 圧 して 、か さや ○注射器の中の空気を完全に抜いて

しち ぢ 圧 し返 され る感 触 が ど うな るか を調 べ、 お く0

め られ 1 空 気 と比べ る。(実 験 ④) ○ 先が 折れ な いよ うに、圧 し方 に注

るのか ◎ 空気 と違 って 、 水 は 圧 し縮 め られ な い 意 さ せ る 。

こ と を ま とめ る 。 ☆今までの経験や前時の学習を想起

★ 自分 の考 えや 予想 を発 表す る。 し、 自分 の考 えや予 想 を発表 し、

★気 付 いた こと分か っ た ことを発表す る。 み んな に分 か るよ うに自分 の言 葉

を 工夫 して交 流 させ る。

◎ 学 習 の 整 理 を行 い 、空 気 と水 の性 質 の ○ 空気 や 水 の性質 と関係 づ けて、 自

1 違 い を ま と め る 。 分 の考 え をま とめ させ る。

★ 自分 の ま とめた ことを発 表す る。 ☆ 自分 が ま とめ た こと をわ か りやす

く 発 表 させ る 。
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7成 果と課題

〈成 果〉

本 実践 で は 、相 手意 識 を取 り入れ た表 現活 動 を次 の3場 面 に設定 して検 証 した。

① 自分 で作 っ た空気 で っぽ うを説明す る場 面

② 自分 の空 気で っぽ うで 玉 を とば しなが ら、遠 くに とばす た め に班 の友達 と工夫 しあ う場 面

③ 玉 を遠 くに とばす た め には どんな 工夫が あ った のか を発表 す る場 面

(1)相 手の 言葉 を肯 定 的 に受 け止め 、よ さを 見つ けたか。

① 友達 が ペ ッ トボ トル,プ ラスチ ックの筒 な どで作 った 空気 で っぽ うの説 明 をす る言葉 の

中か ら、 自分 も友 達 と同 じよ うに考 えた ところは 「～ さ ん、 君 と～ を同 じに し ま した。」

と説明 し、 よ く聞 いて い る様 子が 見 られ た。

② 友達 の とば して い る様 子 を観 察す る場 面 はあ ったが 、 自分 の 玉 を とばす の に精 一杯 で 、

相 手 を意 識 して の言葉 か けは少 な くな って しまった。

③ 玉 を とばす た めの秘 密 、工 夫 を発表 した 内容 は、 自分の と比 べ よ う ・次 の 時間 の参 考 に

しよ う として よ く発表 を聞 いて いた ことは評価 で きる。

(2)子 供 同士 のや りと り、 コ ミュニ ケー シ ョンが あ ったか。

① 持参 した道 具 を利用 して空 気で っぽ うを作 るとき に、友達 の作業 の様 子 を見 た り、 ど う

しよ うか 、な ど話 し合 う様 子 も見 られ 、お互 いに参考 に し合 って作 る こ とがで き た。また 、

玉が よ く飛び そ うな 「空気 で っぽ う」 の作 り方 等 を聞 いた りして いた 。

② ・③ 自分 の玉 をとばす こ とに精 一杯 だ ったが 、友達 も失敗 を繰 り返 しなが らも とば そ う

と一生懸 命 に取 り組 んで いる と ころはよ く見て いた 。

(3)表 現 の工 夫 ・表現 の 分か りや す さがあ ったか。

① 友達 が 作 った 空気 で っぽ うの 説明 で は、友達 と同 じや り方 の とき には 「～ さん 、君 と～

を 同 じに しま した 。」 と、比 較 す る友 達 の発言 の例 を挙 げて 分 か りや す く簡 単 に説 明 しよ

うと して いた 。

② 自分 の考 え た こ と、思 った ことを何 人かは 言え た。友 達 の発 言 に付け加 えた り、別 な 言

い方で感 想 を言 お う とす る子 ど もも見 られ た。

〈課題 〉

・空気 で っぽ う作 りにお いて は、そ れ ぞれ の子 どもが 持参 した物 で 作 った もの にな り自分 の考

えをで き るだけ具 現化 で きた こ とはよか ったが よ く玉 を とば した グルー プ とな か なか とばな

か った グルー プ がで きて しま った。 この ことが意 見 や感想 の 交流 が で きな か った大 きな原 因

と考 え られ るの で全 体が 共通 した材 料で 、同 じ条件 で学習 を進 めて い く ことも この検 証 には

必 要 だ っ た と考 え られ る。違 った条 件下 で も 自分 の考 えを主 張 した り、不十分 だ った と ころ

に気 付 い て発表 で き るよ うにす るには 日頃か らの表 現活 動 を高 めて い くことが 課題 で あ る。

・子 どもた ち には理科 の授 業 の進 め方(予 想 、実 験 、 ま とめ)や 話 し合 いの方法 な どを指 導 し

て き た。検 証 授 業のチ ェ ッ クポイ ン トの内容 は、検 証授 業 だ け に当て はめ るので は な く、検

証 授 業 まで の指導 計画 の 中で継 続 して実 践 、検 証 して い く もの で あ る。 また 、 普段 か らあ ら

ゆ る授業 の 中で 、その チ ェ ック を して い く ことが大 切で あ り、 そ の継続 によ り 「社 会性 の基

礎 とな る表 現 力 を高めて い く」 ことがで き るの であ る。
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vi研 究 の 成 果 と今 後 の 課 題

本研 究では、社会性 の基礎 とな る表現 力を育成す るた め、各教科等の授業実践 を通 して 、

様 々な指導法の有効性を検証 した。

ここで は、その結果明 らか にな った研究の成果 と課題 について 「検 証授業チ ェックポイ ン

ト」 の3つ の視点か ら述べ る。

1研 究の成 果

○ 相手の言葉を肯定的 に受け止め、 よさを見つけていくこと

学習 の中 に意見交流の場を設定 し、子 どもたちが相手の言葉を肯定的 に受 け止める こと

ができるよ うな活動を工夫 した結果、よ り積極的に相手 とかかわって考えや立場 を理解 し

よさを見つ けてい こうとい う態度が見 られた。

また、少人数 グループでの音声言語 による表現活動 を工夫する ことで、相手の表現 を受

け止めた り、 自分 を表現 しよ うとした りする意欲が高 ま り、互いを認め合 う気持ちや 自己

肯定感 を育てる ことができた。

○ 自分の表現を相手に分か りやすいよ うに工夫 していくこと

言葉を選んだ り結論 を先 に言った りす る等、わか りやす い表現のための工夫について指

導の改善を図った結果、子 どもたちは 自分の思 いや考 えを表現す る際の相手意識 をもつよ

うにな った。そ して、相手意識を もつ ことが自分の表現や 相手 の表現への関心につなが り、

表現意欲 を一層高めるこ とがで きた。

○ 子 ども同士 のや りとり、コミュニケーシ ョンを取 り入れ ていくこと

グループでの話 し合 いや学級全体での会議等 の機会 と場 を設定 し、一人一人の子 どもの

意見 を全体に広 げた話 し合 いを進める ことで、子 どもたち同士 のや りと り、 コミュニ ケー

シ ョンを取 り入れた活動を工夫 した。その結果、一対一のや りとりにとどまらない、意見

交流 の広が り、深ま りが見 られ、公的な場での表現への関心 ・意欲 を高めることができた。

2今 後 の課 題

本 研 究 で は 、研 究 員 全 員 が 各 教 科 等 の授 業 の 中で 、 子 ど もた ち の 社会 性 の基 礎 とな

る表 現 力 を高 め て い くた め 、指 導 法 の 改善 を 図 り、そ の有 効 性 を検 証 した 。

今 後 は、 そ れ らの 指導 法 を活 用 して 、 各教 科 等 にお け る表 現 活 動 を一 層 充実 させ る

とと も に、 教 育 課 程 に位 置 づ け られ た 継続 的 ・日常 的 な 取 り組 み と して 定 着 させ 、子

どもた ち の表 現 力 をよ り高 め る こ とが 課題 で あ る。

一24一


